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国語科

『よい聞き手」を育て九め国如学習キ.の工夫

「聞きき」の学習を中心1 して

社会科

近代学 過程における医者の役割につ、て

一神門郡松枝村増原家を例として

数学

個性を伸ぱし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

-1年間にわたる調査学習「学のルーツをさぐる」

の実を通してー

保健体

自分でつくるサーキットトレーニングー

英語科

コミニケーシ"ン能力育成の九めの一考察

1<、話す活をしてー

特殊育

害児教育における旨の心ヰ尋

~私の児教育一教育実習から学んだも~

海外研修報告

平成3年度立乎学部附学校等教官 育事

視察"(A団)に参して

平 3年本校教官の研究活一・ー
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本集には前年度に引き続いて、昭和60年来の本校の研究テーマである「自ら

学ぶ力を育てる学習指導」に関する、国語、数学、保健体育、英語、特殊教育

の各分野の実践研究5編と、近代教育史に関する研究論文 1編、並びに海外研

修報告 1編を掲載し九。

国語科の佐藤論文は、本校国語科の共通テーマである「聞く力」を育てる学

習指導の研究の成果の一端を報告したものである。従来、国語科の授業対象と

序

されることのまれであっ九「聞き書き」という言語活動をとりあげ、指導方法

を開発し九ものである。ことに学習対象としての「あいづち」の諸相を実用的

なマトリ・"クスに整理しナこ試みが創見であり、と'批判を乞いナこいところである。

文

数学科の西田論文は、平成2年度に行った「数学のルーツを探る」という個

別継続学習の形態による中学校選択数学の試行研究の成果を報告したものであ

る。年度途中にヒャリング発表会を設けて相互刺激の場を用意したこと、生徒

各自の研究成果を最終的に著書にまとめるという目的をもたせたことなどの点

が、学習活動を活発化するのに役立っている様を見てとることができる。なおこの

書は本校数学科から刊行済みであるのであわせご批判たまわれぱ幸せである。

保健体育科の宮本論文は、これまで指導者からメニューを与えられて行われ

ることの多かっナこサーキット・トレーニングを、自らの体力と目的に応じて、生

徒自身に処方させて実践した指導の記録とその分析である。生徒が運動の意味

を自覚し、楽しみをもって活動に取り組むための原点を再発見する試みとなっ

たように思われる。

英語科の平野論文は、英語によるコミュニケーシ,ン能力育成のために、「ス

ピーチ」と「P1肌Se ask mo」の二つの活動をとりいれた指導実践の分析で
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ある。教科書による文型暗訥を基礎とし、生活に密着し九語章を中心に未習の

語章を積極的に与えるような援助活動を行ったことがこの試みを成功に導く基

盤となっナこ。

特殊教育の原論文は、教育実習性の実習ノートや授業記録の分析を試み、そ

れを教職10年を迎えた著者自身の反省に重ねることを通して、障害児教育に関

わることの意味をあらためて問い直そうとしたものである。教育実習をその使

命のーつとする本校の立場から生まれるべくして生まれたものであり、生きた

教育入門として読むこともできるであろう。

最後に、社会科の梶谷論文は、近代教育史の観点から、当地域の一医家の文

書を分析し、近代学校成立期において、医者の果たした役割を明らかにした論

文である。儒家の研究に片よりがちであったこの方面の研究に新しい視野を開

くものと思われる。

以上、掲載論文の概要を記し九。ご批正を切にお願いする次第である。

平成4年3月

島根大学教育学部附属中学校

田中瑩校長
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1.研

長沢

平成3年度本校教官の研究活動(個人研究)

発表(口頭)

「電気領域におけろ指導計画案集」第40次技術教育・家庭科教育全国研究大
/、、

H 3.8.8

「現場の英語教育にっいて一特に、スピーチ活動とAETにっいて」島大教育

学部英語研究室交流会 H3.12.1

「鑑賞文の書き換えによる漢詩の指導法」日本国語教育学会全国大会 H3.8.4

「単元から単元へのつながり」大村はま国語教室の会 H3.Ⅱ.23

「英語を理解し、英語で表現する能力と態度を養うための指導計画の作成」平

成3年度文部省中学校教育課程講習会 H3.5.31

「学級活動に於ける性教育のとりくみ」全国附属中学校学校連盟養護教育研究

大会 H 3.8.3

「各教科等の全体的な指導計画の作成」平成3年度文部省中学校教育課程講習
Z、、

H 3.5.31

究

郁夫

河西尚子

永島典男

平野謙治

藤田喜久子

2.掲載

長沢郁夫

平野謙治

文論

「回路を基礎にすえた電気学習」技術教室(民衆社) H3.4

「ゲームやタスクによろ総合的な言語活動」英語教育フォーラム『プラス.1

の指導をどぅするか』(開隆堂) H 3.8.31

「『ふるさと日本』所収松江市・出雲市・安来市・平田市」

(発刊未定 H4.4月中)

「自ら学ぶ力を育てるための評価と指導法の改善研究」国立大学.学部附属中

学校教育方法等改善研究要録(文部省日本教育大学協会)

「日本と国際社会」現代社会科教育実践講座第8巻 H3.Ⅱ

梶谷光弘

石田

3.作

奥美奈子

靖

^
ロロ

油絵「一輪」F80号朱葉会

沽絵「花」F80号県展

デザイン「絵本のために~だいさ

H 3.6

H 3.12

く」 H3.11
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